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地下鉄における昼間時間帯のダイヤの見直し
及び有人改札口のリモート化について



交通局では、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、お客様数が大きく減少
し、令和元年度と比較して、令和２年度、令和３年度の２年間で、両事業合わせ
て約２７０億円の減収となっています。
特に、地下鉄事業においては、令和２年度決算で財政健全化法に基づく経営健

全化団体となるなど、非常に厳しい経営状況が続いています。

令和４年３月に策定した「京都市交通局市バス・地下鉄事業経営ビジョン【改
訂版】」においては、経営健全化策の一つとして、地下鉄のお客様数が大きく減
少している夜間（２１時以降）、昼間（１０時台〜１５時台）時間帯の御利用状況に応じ
たダイヤの見直し及び駅有人改札業務の見直しを掲げ、まずは令和４年３月１９
日に夜間時間帯の減便を実施したところです。

昼間時間帯のダイヤの見直しについては、直通運転を行っている近畿日本鉄道
株式会社及び京阪電気鉄道株式会社のダイヤに影響することから、この間、両社
と協議を進めてまいりました。
この度、協議が概ね整いましたので、ダイヤの見直し内容について御報告する

とともに、駅有人改札口のリモート化の実施内容についても、併せて御報告いた
します。

はじめに

１

烏丸線：上下線各▲２本、計▲４本
東西線：上下線各▲２本、計▲４本



令和４年３月１９日実施の夜間ダイヤの見直しに引き続き、昼間時間帯のダイヤの見直
しを行うものです。
既に実施しました夜間時間帯の減便と同様に、今回のダイヤ見直しにおきましても、お

客様への利便性低下を最小限とするため、
○ 朝・夕のラッシュ時間帯の減便は実施しません。

朝ラッシュ 烏丸線：約３分３０秒〜４分３０秒間隔
東西線：約２分３０秒〜６分間隔

夕ラッシュ 烏丸線：約５分〜６分間隔
東西線：約２分３０秒〜８分間隔

○ 昼間時間帯のうち、１０時台及び１５時台は、通学利用を考慮し減便は実施しません。

○ 始発・終発の時刻は変更しません。
始発／終発 烏丸線：国際会館発竹田行き ５時１８分／２３時３９分

竹田発国際会館行き ５時２０分／２３時４０分

東西線：六地蔵発太秦天神川行き ５時１５分／２３時２８分
太秦天神川発六地蔵行き ５時２０分／２３時４５分

両線の全ての最終列車は、烏丸御池駅（２３時５５分発）にて乗継ぎ可能

○ 減便を実施する時間帯において、烏丸御池駅での発着時刻を調整し、できる限り、烏丸線
と東西線の乗継ぎ時間を短縮するように調整します。

２

地下鉄における昼間時間帯のダイヤの見直し

（東西線の京阪乗入列車を除く。）



１ ダイヤ改正日
令和４年１２月１７日（土）

２ ダイヤ改正の概要
烏丸線、東西線とも１１時台〜１４時台の４時間において、
１時間当たり１本、計４本減便（上下線で１時間当たり２本、計８本減便）

これにより、
１時間当たり８本【運行間隔：７分３０秒】（上下線で１６本）

１時間当たり７本【運行間隔：概ね８分〜１０分】（上下線で１４本）
での運行とします。

３

１１〜１４時台 減便数
烏丸線 （現行） ６４本（１時間当たり１６本）

（改正後） ５６本（１時間当たり１４本） ▲８本（１時間当たり▲２本）

東西線 （現行） ６４本（１時間当たり１６本）

（改正後） ５６本（１時間当たり１４本） ▲８本（１時間当たり▲２本）

【運行本数の変化（上下線の合計）】



４

３ 東西線における直通列車の変更
この度、京阪電気鉄道株式会社が京阪京津線において、平日の一部の時間帯（６時台
〜９時台、１５時台〜２０時台）のダイヤ改正を、地下鉄のダイヤ改正に合わせて実
施されます。
これに伴い、令和４年１２月１９日（月）以降、京阪京津線からの直通乗入列車（び
わ湖浜大津〜京都市役所前又は太秦天神川）が減便されることとなり、地下鉄線内に
おける京阪乗入列車（４両編成、御陵〜京都市役所前又は太秦天神川）の一部が減便
となります。
具体的には、平日ダイヤにおいて１日当たり、

となります。
なお、土休ダイヤは、京阪京津線からの直通乗入列車の本数に変更はありません。

発駅 行先 減便数

６時台〜９時台

びわ湖浜大津駅発 京都市役所前駅行き ▲１本

びわ湖浜大津駅発 太秦天神川駅行き ▲１本

京都市役所前駅発 びわ湖浜大津駅行き ▲１本

太秦天神川駅発 びわ湖浜大津駅行き ▲１本

１５時台〜２０時台
びわ湖浜大津駅発 太秦天神川駅行き ▲４本

太秦天神川駅発 びわ湖浜大津駅行き ▲４本



昼間時間帯
（１０〜１５時台）

夜間時間帯
（２１時以降）

その他の時間帯
（５〜９時台、１６〜２０時台）

烏丸線 平日
減少割合（R03.06） ▲３５.７％ ▲６０.２％ ▲２８.０％

（R03.11） ▲２３.０％ ▲４０.７％ ▲２０.５％
（R04.06） ▲２２.１％ ▲４２.３％ ▲１７.０％

東西線 平日
減少割合（R03.06） ▲２３.６％ ▲５６.１％ ▲１９.５％

（R03.11） ▲１９.９％ ▲３６.９％ ▲１６.９％
（R04.06） ▲１１.３％ ▲３７.５％ ▲１２.５％

（参考）【各時間帯別のお客様数の減少割合】 （令和元年度の同月との比較）

５

５ 実施による経費削減効果
ダイヤ改正により、５名の乗務員の削減及び列車走行に伴う電気代が削減できること
から、経費削減効果額は年間約６,０００万円と見込んでいます。

４ ダイヤ改正のお客様へのお知らせ
各駅の時刻表については、今後、ダイヤの最終調整を行ったうえで、１１月中頃（改
正日の１か月前）までに、交通局ホームページや駅の掲示により、改めてお知らせし
ます。
※ 経費削減の観点から、ポケット時刻表は作成しませんが、御要望のお客様には、各駅において時刻表の
コピーをお渡しします。



（参考）【御利用状況に応じたダイヤ改正に伴う地下鉄線内の１日当たりの運行本数（上下線の合計）の変化】

６

平日ダイヤ 土休ダイヤ

烏丸線 東西線 烏丸線 東西線

令和４年
３月１８日まで

国際会館〜竹田
３３４本

六地蔵〜太秦天神川
２７２本

【京阪乗入列車】
御陵〜京都市役所前

２２本
御陵〜太秦天神川
１０６本

国際会館〜竹田
２８２本

六地蔵〜太秦天神川
２５２本

【京阪乗入列車】
御陵〜京都市役所前

１０本
御陵〜太秦天神川
１０６本

【現行ダイヤ】

令和４年３月１９日
実施済み

国際会館〜竹田
３３０本（▲４本）

六地蔵〜太秦天神川
２６８本（▲４本）

【京阪乗入列車】
御陵〜京都市役所前

２２本
御陵〜太秦天神川
１０６本

国際会館〜竹田
２７８本（▲４本）

六地蔵〜太秦天神川
２４８本（▲４本）

【京阪乗入列車】
御陵〜京都市役所前

１０本
御陵〜太秦天神川
１０６本

令和４年１２月１７日
実施予定

国際会館〜竹田
３２２本（▲８本）

六地蔵〜太秦天神川
２６０本（▲８本）

【京阪乗入列車】
御陵〜京都市役所前

２０本（▲２本）
御陵〜太秦天神川

９６本（▲１０本）

国際会館〜竹田
２７０本（▲８本）

六地蔵〜太秦天神川
２４０本（▲８本）

【京阪乗入列車】
御陵〜京都市役所前

１０本
御陵〜太秦天神川
１０６本

減便本数 計 国際会館〜竹田
▲１２本

六地蔵〜太秦天神川
▲１２本

【京阪乗入列車】
御陵〜京都市役所前

▲２本
御陵〜太秦天神川

▲１０本

国際会館〜竹田
▲１２本

六地蔵〜太秦天神川
▲１２本



１ 実施内容
（１）東西線

ア 実施日
令和４年１１月１日（火）

イ 実施場所
山科駅改札口、三条京阪駅改札口、二条駅改札口

※ 上記３改札口については、駅務室と改札口が一体となっており、駅務室から遠隔でＩＣカードのエラー
処理を行う機器を設置する必要がないため、烏丸線に先行して実施します。

（２）烏丸線
ア 実施日

令和５年４月１日（土）
イ 実施場所

今出川駅南改札口、竹田駅南改札口

地下鉄事業の厳しい経営状況を踏まえ、５駅の有人改札口について、改札業務のリモー
ト化を行い、経費削減を図ります。
なお、実施に当たっては、お客様にできる限り御不便をお掛けしないように、インター

ホンやカメラなどの設備を整備し、駅係員がお客様との会話や状況の把握を行い、適切に
御案内ができるようにしたうえで、リモート対応を行います。
今回のリモート化により、既にリモート対応を行っている７駅９改札口と合わせ、

全３１駅４３改札口のうち、１１駅１４改札口がリモート対応改札口となります。

有人改札口のリモート化

７



２ お客様への対応方法
（１） お客様の御利用が多い時間帯（７時３０分〜８時３０分、１７時３０分〜１８時

３０分）は有人対応とします。
※各駅の混雑状況に応じ、有人対応とする時間を変更する場合があります。

（２） 東西線の３改札口については、呼出し・会話用のインターホンとお持ちの乗車券を
確認するためのカメラを設置したうえで、リモート対応を行います。東西線は駅務室
と改札口が一体となっており、ＩＣカードの処理も含め、お客様をお待たせすること
なく駅係員が対面で対応することができます。

（３） 烏丸線の２改札口については、改札口が駅務室から離れているため、ＩＣカードの
処理も含めて遠隔対応できるよう、呼出し・会話用のインターホンとお持ちの乗車券
を確認するためのカメラに加え、ＩＣ対応型多機能インターホン（別紙参照）を設置
したうえで、リモート対応を行います。

３ 実施による経費削減効果
リモート化の実施により業務量を減らすことで、８名の人員を削減することとしてお

り、経費削減効果額は年間約６,０００万円と見込んでいます。
※ リモート化に必要なインターホン、カメラ、ＩＣ対応型多機能インターホン等の設置に係る初期費用とし
て、約９,０００万円を見込んでいます。

８



ＩＣ対応型多機能インターホンについて
既に地下鉄の７駅９改札口（北大路駅北改札口、今出川駅北改札口、丸太町 駅南改

札口、四条駅南改札口・中改札口、五条駅南改札口、京都駅中央２改札口・南改札口、
烏丸御池駅南改札口）に設置しているもので、以下の対応が可能となります。
１ 遠隔によるＩＣカードのエラー処理

リモート対応を行っている改札口においてＩＣカードエラーが発生した際に、駅務室からＩＣ
カードの情報確認やエラー処理が遠隔で操作できるため、お客様にわざわざ有人改札口へ回ってい
ただく必要がなくなり、スムーズに改札を御利用いただくことができます。

２ 遠隔カメラを使用したお客様への御案内
駅務室側カメラから地図などの案内資料をモニターに映すことが可能であり、お客様へ視覚によ

る御案内ができることから、有人改札口と同様に、きめ細やかな御案内ができます。

３ 聴覚に障がいのある方への対応
双方向のカメラを利用して、モニターに筆談具を映すことにより、リモート対応を行っている改

札口でも聴覚に障がいのある方への御案内が可能です。

４ 視覚に障がいのある方への対応
既に設置している駅と同様に、点字ブロックや自動音声案内によりＩＣ対応型多機能インターホ

ンの位置へ誘導し、双方向のマイクを利用して会話をすることや、ＩＣカードを置く位置等へは点
字シールを貼付けており、リモート対応を行っている改札口でも視覚に障がいのある方への御案内
が可能です。
なお、設置に際しては、京都府視覚障害者協会と事前に協議し、調整を行いました。

１

別紙



改札口に設置したＩＣ対応型多機能インターホン
お客様カメラ

スピーカー

モニター

券面等
確認カメラ

マイク

呼出しスイッチ

ＩＣカードリーダー

２

点字シール（透明）

点字シール（透明）


